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Ⅰ．はじめに

2024年1月1日16時10分頃に発生した令和6年能登半
島地震（M7.6）により，石川県金沢市田上新町の崖地の
一部で盛土崩壊が起き，石川県内灘町西荒屋で液状化・
流動化現象が発生した．北村ほか（2024a, b）は両地点
で現地調査を行うとともに，盛土の土砂や噴砂した砂な
どを採取し，粒度分析を行った．その結果，田上新町の
滑落崖に見られる未崩落盛土（試料1, 2）は，内灘町の
内灘砂丘の露頭の堆積物（試料8）と噴砂堆積物（試料
9）よりも若干細粒だが，ともに非常に分級が良い細粒
～中粒砂であることが分かった（表1）．

そこで，本論では未崩落盛土の採取地に関する情報を
得るため，北村ほか（2024a, b）が分析した未崩落盛土
の2試料について，粒子組成を分析し，放射性セシウム
濃度を測定した．また，盛土と類似した粒度組成を持つ
ことから，盛土の採取地の可能性がある内灘砂丘の堆積
物（試料8）と内灘町の噴砂堆積物（試料9）についても
粒度組成を分析した．それらの結果をここに報告する．

なお，内灘砂丘は1950年代以前に形成されたものな
ので（藤, 1975），その堆積物は 137Csと 134Csを含まない．
したがって，本研究では，試料8と9の放射性セシウム
濃度を測定していない．

Ⅱ．調査地域と試料

金沢市田上新町の盛土崩壊地では，滑落崖に未固結で
分級の非常に良い黄褐色細粒砂層が露出している．砂層
の厚さは1.6m以上で，側方に15m以上連続し，上下・
側方ともに均質である．砂層は盛土であり，北村ほか

（2024a, b）は，ここから試料1と2を採取した．
一方，大規模な液状化・流動化現象が発生した石川県

内灘町西荒屋は，内灘砂丘とその陸側にある河北潟の境
界に位置する．この西荒屋の砂丘斜面の一部に分級の良
い黄褐色中粒砂層が露出しており，北村ほか（2024a, b）
はここから試料8を採取した．また，西荒屋の1か所の
噴砂堆積物から試料9を採取した（北村ほか, 2024a, b）．

図1は，上記の4試料の乾燥した状態の写真である．全
体的な色調は淡褐色であり，試料間で大きな差は見られ
ない．各地点のさらなる情報は，北村ほか（2024a, b）を
参照いただきたい．

Ⅲ．分析方法

北村ほか（2024a, b）は，20gの堆積物の粒度組成を目
開き32，63，90，125，180，250，355，500，710，1,000，
2,000，4,000，8,000µmのふるいで水洗し，残渣の乾燥
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重量から決定した．その結果，未崩落盛土試料の最も占
有率の高い区間は180‒250µmサイズであり，試料1と2
の占有率は44.7%と41.9%であった．そこで，本研究で
は，4試料とも，そのサイズの粒子をエポキシ系樹脂に
包埋後，薄片を作成し，無作為に選んだ500個の粒子を
偏光顕微鏡で観察し，鉱物種と岩石種を同定した．測定
した粒子の写真を図版1～4に示し，同定の結果は付表1
～4に記した．

後述するが，岩片には褐色の粒子（褐色岩片），無色
の粒子（無色岩片），褐色と無色のものが混合した粒子

（岩片（混合））がある．そこで，本研究では，これらを

区分するために印象図（図2）を作成し，それを基に分
類した．

未崩落盛土の2試料に関しては，放射性セシウム濃度を
測定した．具体的には，試料から約50gを分取し，U8容
器に封入し，静岡大学理学部放射科学教育研究推進セン
ターの所有する高純度ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO 
EG & G社GMX25P4-70およびMCA-7a）を用いたγ線
スぺクトロメトリーで， 134Csと 137Csを測定した． 134Cs
と137Csの値は，2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震
に伴う巨大津波による福島第一原子力発電所の事故で大
気中に放射性セシウムが放出されたとされる2011年3月

5 cm

c d

a b

図1　乾燥試料の写真．aは試料1（未崩落盛土），bは試料2（未崩落盛土），cは試料8（内灘砂丘），dは試料9（噴砂堆積物）．試料1，2，
8，9は北村ほか（2024a, b）に基づく．



3能登半島地震による金沢市田上新町の盛土崩壊調査

15日（Adachi et al., 2013）を基準に減衰補正を行った．

Ⅳ．結果

粒子組成については，全試料で褐色岩片が最も卓越し，
次いで石英，無色岩片，長石の順であった（表1, 図3）．
それらの占有率はそれぞれ45.6‒50.2%，18.2‒24.2%，
12.0‒16.0%，5.8‒11.4%であった．生物源粒子や石灰質
粒子は含まれなかった．

放射性セシウム濃度については，両試料ともに137Csと
134Csは検出限界未満であった．

Ⅴ．考察

田上新町の滑落崖に見られる未崩落盛土（試料1, 2）
と，内灘砂丘と噴砂の堆積物（試料8, 9）の平均粒径は，
前者は2.1φで，後者は1.8φであり，前者のほうが細粒
であった（北村ほか, 2024a, b）（表1）．一方，粒子組成
については，褐色岩片を主体とすることや，主要粒子の
順位（褐色岩片≫石英＞無色岩片＞長石）は共通してい

る（表1）．褐色岩片は主に風化によって変色した砂岩の
岩片と考えられる．これは，風化継続時間が長くなるほ
ど砂岩は褐色に変色するためである（西山, 2018）．

未崩落盛土は 137Csと 134Csが検出限界未満であったこ
とから，1950年代の大気圏内核実験以降の物質が含まれ
ていないことが示される．同様に，内灘砂丘も1950年代
以前に形成されたものなので（藤, 1975），その堆積物が
137Csと 134Csを含まない点で，両者は共通している．

以上をまとめると，田上新町の未崩落盛土，内灘砂丘，
噴砂堆積物では，平均粒径に若干の相違が見られるもの
の，色調，粒子組成，放射性セシウム濃度の点では類似
していた．

内灘町の内灘砂丘は，標高61.3mに達し，下位より，旧
砂丘，黒色砂質土，新砂丘に区分される（藤, 1975）．だ
が，筆者らの知る限りでは，同砂丘の堆積物に関する粒
度組成の研究例はない．したがって，盛土の採取地点を
特定するには，内灘砂丘の堆積物について粒度組成の詳
細な研究が必要となる．

褐色岩片 無色岩片岩片(混合)

試料
番号

採取地点
平均
粒径
(f )

標準
偏差
(f )

含泥率
(%)

褐色
岩片

無色
岩片

岩片
(混合)

石英 長石 角閃石 輝石 Cs-137(Bq/kg乾土)
（2011/03/15補正値）

Cs-134(Bq/kg乾土)
（2011/03/15補正値）

未崩落盛土 2.1 0.7 2.2 45.6 16.0 13.6 18.2 5.8 0.4 0.4
未崩落盛土 2.1 0.7 2.2 50.2 13.8 8.2 18.2 9.0 0.6 0

内灘砂丘の堆積物 1.8 0.7 1.8 48.0 13.0 7.4 19.8 11.4 0.4 0 未測定 未測定
内灘町の噴砂 1.8 0.8 2.4 46.6 12.0 5.8 24.2 9.8 0.6 0.6 未測定 未測定

図2　開放ニコル下での褐色岩片，無色岩片，岩片（混合）の区分．スケールは100µm．

表1　各試料の粒度組成（北村ほか, 2024a, b），180‒250µmの粒子組成，盛土の放射性セシウム濃度．NDは検出限界未満．カッコ内は検
出限界値．134Csと 137Csの2011/03/15補正値とは，2011年3月15日（Adachi et al., 2013）を基準にした減衰補正した値のことである．
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図版1　試料1の分析粒子の開放ニコル下での写真．
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図版2　試料2の分析粒子の開放ニコル下での写真．
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図版3　試料8の分析粒子の開放ニコル下での写真．
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図版4　試料9の分析粒子の開放ニコル下での写真．



10 北村晃寿・矢永誠人・森　英樹

付表1　試料1の分析粒子の鉱物・岩石種のリスト．1：有り．

褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色
輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石 輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石
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付表2　試料2の分析粒子の鉱物・岩石種のリスト．1：有り．

褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色
輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石
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付表3　試料8の分析粒子の鉱物・岩石種のリスト．1：有り．

褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色
輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石



13能登半島地震による金沢市田上新町の盛土崩壊調査

付表4　試料9の分析粒子の鉱物・岩石種のリスト．1：有り．

褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色 褐色 混合 無色
輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石 輝石 試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石輝石試料

番号

岩片
石英 長石 角閃石




